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はじめに 
 

当法人は、寄生虫学の研究および普及啓発事業を通じて、学術の発展に寄与している。研究事業

においては、職員の専門性を活かした独自研究に加え、外部機関との共同研究を積極的に推進した。

普及啓発事業では、研究博物館「目黒寄生虫館」の運営を通じ、広く社会の知的関心を喚起してい

る。本年度は、法改正に伴う博物館の再登録という大きな節目を終えただけでなく、「心のバリア

フリー認定」を関東初の事例として取得するなど、館の公共性と専門性を改めて内外に示す結果と

なった。これらの成果を礎に、より質の高い博物館運営を展開していく。当年度に実施された事業

について、以下の通り報告する。 

 
 

研究等事業（定款第4条第1号事業） 

 

当該事業では、寄生虫の形態分類学を主体とし、遺伝子解析を含めた研究活動を推進した。その

成果は各学会大会で報告し、学術論文として発表した。また、標本をはじめとする各種資料につい

ては、改正博物館法により努力義務化されたデジタルアーカイブの一般公開を順次進めている。当

年度は文化庁の助成金を活用し、資料の「ジャパンサーチ」へのアップロードを実施した。登録博

物館である当法人の責務を果たすべく、寄生虫学のみならず博物館学的アプローチによる研究も重

要視し、博物館機能のさらなる向上を目指している。さらに、蓄積した専門知識をもとに一般向け

の助言・指導を行うほか、学会委員への参画や論文査読など、多岐にわたる事業活動を展開した。 

 

I. 研究・調査活動 
 
1. 寄生虫学・博物館学に関する研究 

A. 論文 

1) Ansai, E., H. Sekine, K. Munakata, T. Sase, M. Sasaki, M. Nitta, S. Suzuki, T. Abe, T. 
Takano, H. Fukumori, Y. Nakatsubata, M. Suzuki & T. Waki (2025): Life cycles of trematodes 
infecting six species of intertidal gastropods in Japan. Journal of Helminthology, 99: e83. 

日本沿岸に生息する腹足類6種より吸虫のメタセルカリアを得た。成虫のDNA塩基配列との比

較により種同定を試みるとともに、それらの生活史について考察した。 

 

2) Ishii, Y., S. Ito, Y. Kameda, T. Takano, T. Waki, S. Chiba & T. Hirano (2026): Reticulate 
evolution in terrestrial snails of Euhadra peliomphala species complex. Molecular 
Phylogenetics and Evolution, 214: 108437. 

陸産貝類のミスジマイマイ種群について、ゲノムの一塩基多型に基づく系統解析により遺伝的

多様性と過去の網状進化イベントを推定した。当法人研究員が皇居の寄生虫調査で得た標本も使

用された。 

 
3) Iwaki, T., M. Sasaki, T. Waki & T. Kurozumi (2026): An unidentified species of 
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Leucochloridium (Trematoda: Leucochloridiidae) found in an Amber snail (Succinea lauta) 
from Chiba Prefecture, Honshu, Japan. Parasitology International, 110: 103137. 

Leucochloridium sp.幼虫を千葉県のオカモノアラガイから発見した。ブルードサックは全体

を貫く薄茶色の縦縞や大きな暗褐色の斑点など独特の特徴を示した。核28S rDNAおよびミトコ

ンドリアcox1のDNA 配列に基づく系統解析の結果、既知種とは異なると考えられた。 

 
4) 倉持 利明，佐田 直也，髙野 剛史，脇 司，巖城 隆，小川 和夫（2026）：皇居における寄生

生物相（寄生蠕虫類，ダニ類，甲殻類）の研究．国立科学博物館専報，(54): 363–385． 
皇居吹上御苑、道灌堀、二の丸庭園、皇居外苑、北の丸公園に生息する貝類、甲殻類、両生・

爬虫類、魚類、哺乳類等の寄生虫調査を実施し、55種を得た。Ⅰ期調査で得られた14種の寄生

虫のうち4種は本調査では得られなかった。 

 

5) Nishida, Y., P. T. Aneesh, Y. Kondo, I. Madinabeitia, H. Yamashita, S. Shirakashi, K. 
Ogawa, K. Wakabayashi, K. Adachi & S. Ohtsuka (2025): Developmental stages of an invasive, 
non-indigenous sea louce Caligus sclerotinosus Roubal, Armitage and Rhode, 1983 (Copepoda: 

Siphonostomatoida: Caligidae) parasitic on red sea bream Pagrus major (Temminck and 
Schlegel, 1843) collected from Japanese waters. Zoological Studies, 64: 25. 

マダイに寄生するカイアシ類Caligus sclerotinosusの発育ステージを記載した。 

 
6) 野村 周平，大村 嘉人，奥村 賢一，神保 宇嗣，清 拓哉，井手 竜也，齋藤 寛，長谷川 和範，

西海 功，篠原 現人，吉川 夏彦，倉持 利明，小野 展嗣，藤田 敏彦（2026）：皇居の生物相Ⅲ. 動

物相．国立科学博物館専報，(54)：1–8． 
令和3～7年度に実施された皇居の生物相調査第Ⅲ期の概要を述べた。確認された動物種数の合計

は1,554種で、Ⅰ～Ⅲ期の累計種数は5,345種だった。また、全12班からなる各研究グループの成果

を短くまとめた。 

 
7) Ogawa, K., M. Yamauchi, T. Waki, S. P. Shin & S. Shirakashi (2026): Two new species of 

diplectanid monogeneans infecting Malabar grouper Epinephelus malabaricus and orange-
spotted grouper E. coioides cultured on Ishigaki Island, Okinawa, Japan. Systematic 
Parasitology, 103: 7. 

石垣島で養殖されていたヤイトハタとチャイロマルハタに寄生するDiplectanidae科単生類の2
種を新種記載した。 

 

8) Oosato, J., Y. Kawato, I. Kiryu & K. Ogawa (2025): Co-infection of diplectanid 
monogeneans Pseudorhabdosynochus spp. and nervous necrosis virus in cultured red-spotted 
grouper Epinephelus akaara. Fish Pathology, 60: 50–60.  

鳥取県で養殖されていたキジハタに発生したPseudorhabdosynochus属の単生類2種の寄生と

ウイルス性神経壊死症ウイルスによる混合感染症について、病気の推移を記録した。 

 

9) Sata, N., Y. Yasuda, M. Ueno, S. Shirakashi, Y. Sugihara & K. Ogawa (2026): Development 
of Philometroides seriolae (Nematoda: Philometridae) in a surrogate intermediate host 
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Tigriopus japonicus (Copepoda: Harpacticidae). Fish Pathology, 61: 23–31. 
ブリ筋肉線虫の孵化幼生を代理中間宿主のシオダマリミジンコに寄生させて第3期幼生まで発

育させ、形態を記載した。 

 
10) Sugihara, Y., R. Iwasaki, H. Miyazaki, S. Shirakashi, N. Itoh, T. Nakano, T. Takano & 

K. Ogawa (2026): Elucidation of the life cycle of Galactosomum nagasakiense (Heterophyidae), 

the causative parasite of trematode whirling disease in marine fish, with discovery of 
congeneric species in the gastropod first intermediate host Cerithium dialeucum. Parasitology 
International, 111: 103190. 

吸虫性旋回病の原因寄生虫Galactosomum nagasakienseの第一中間宿主をコベルトカニモリ

と特定し、セルカリアやレジアを記載した。 

 

11) Sugihara, Y., M. Ueno, S. Shirakashi & K. Ogawa (2025): Temporal change in infection 
of Philometroides seriolae (Nematoda: Philometridae) in the definitive host, Seriola 
quinqueradiata. Fish Pathology, 60: 185–194. 

終宿主ブリにおけるブリ筋肉線虫の寄生の推移を16ヶ月にわたり毎月調査し、ブリは延長中

間宿主の小型魚を摂食して寄生を受け、ブリにおける線虫の寄生期間は少なくとも1年半に及ぶ

と推察した。 

 
12) Takano, T., J. Landschoff, C. L. Griffiths & Y. Kano (2025): First endoparasitic eulimid 

from Ophiuroidea and its implication for the ecological diversification of the family 

(Caenogastropoda: Vanikoroidea). Journal of Molluscan Studies, 91: eyaf023. 
クモヒトデに内部寄生するハナゴウナ科腹足類を初めて発見し、新属新種Introphiuricola 

rebeccaeとして記載した。 

 
13) 髙野 剛史，寺本 沙也加，照屋 清之介，福森 啓晶（2026）：小笠原諸島の浅海域で観察さ

れた寄生性腹足類．ちりぼたん，56: 1–18. 

小笠原諸島父島および母島での貝類調査によって確認された寄生性腹足類5科19種について報

告した。 

 

14) Takano, T. & S. Tsuzuki (2026): Records of Palisadia Laseron, 1956 from south-western 
Japan and phylogenetic relationships of the genus within the family Eulimidae 
(Caenogastropoda: Vanikoroidea). Molluscan Research, 46: 42–48. 

海底洞窟調査中に得られたハナゴウナ科腹足類Palisadia cf. subulataの形態と系統的位置を検

討した。状況証拠ながら、本種がクモヒトデ寄生性であることが示唆された。 

 
15) 髙野 剛史，脇 司，倉持 利明（2026）：皇居における寄生虫調査で採集された陸生および

淡水生貝類．国立科学博物館専報，(54): 265–289． 
令和3～6年にかけて実施された皇居における寄生虫調査中に得られた陸生および淡水生貝類

48種を報告した。 

 



   4 
 

16) 脇 司，新田 理人，髙野 剛史，福森 啓晶，高野 弘企（2025）：アサガオクラゲに寄生して

いた吸虫のメタセルカリア幼虫の種同定と終宿主．タクサ，59: 34–41. 
アサガオクラゲに寄生していた吸虫のメタセルカリアを、成虫のDNA塩基配列との比較によ

りPedunculacetabulum opisthorchis Yamaguti, 1934と同定した。 

 
17) Waki, T., H. Sekine, M. Nitta, S. Toshino, T. Takano, T. Okawa, M. Taru, T. Ojima, M. 

Ojima, Y. Kondo & S. Ohtsuka (印刷中 ): Metacercariae of Lecithocladium (Trematoda: 

Hemiuridae) species in gelatinous zooplankters from Japanese coastal waters, with 
information of adult stages. Journal of Helminthology. 

ヤムシ類・クラゲ類・クシクラゲ類からLecithocladium属吸虫類のメタセルカリアを得て、

成虫のDNA塩基配列との比較により可能な限り種同定を行った。あわせてそれらの生活環につ

いても推定した。 

 
18) 倉持 利明（2025）：今から約70年前に作られた寄生虫卵，寄生虫，衛生害虫の蝋製拡大模

型．博物館研究，60 (12): 33． 

当館で常設展示し、三次元デジタルデータを公開している沼田 仁吉作の蝋製拡大模型を紹介

した。沼田の人物伝、模型をデジタル化する意義、レプリカ作成の意義等について述べた。 

 
19) 髙野 剛史，林 翔太郎，三上 僚太，亀谷 誓一，越川 有記，倉持 利明（2026）：展示室に

おけるサウンドスケープ・デザインの実践．博物館研究， 61(5): 21-23． 
令和7年度に実施した、展示室におけるサウンドスケープ・デザインの過程と効果、来館者の

反応について報告した。 

 
B. 学会発表等 

1) Kano, Y., Y. Asada, H. Fukumori, H. Sato, G. Ishiyama, T. Takano, F. Bergmeier, B. 
Brenzinger, M. Malaquias, T. Yahagi & S. Kojima: Composition, distribution and ecological 
characteristics of the hadal fauna: inference from the molluscan assemblage of Japan and 

Kuril–Kamchatka Trenches. World Congress of Malacology 2025, São Paulo, Brazil (Butantan 
Institute), Aug. 2025. 

日本海溝と千島海溝の深海帯・超深海帯における貝類相とその深度勾配を報告した。 

 
2) 狩野 泰則，Yuri I. Kantor，髙野 剛史，Philippe Bouchet：深海ウミグモ類に体表共生する

エゾバイ上科の新属新種（Buccinoidea: Prosiphonidae）．日本貝類学会令和7年度大会，東京都

千代田区（東京家政学院大学），2025年5月. 
深海性ウミグモ類の体表から得られる巻貝を、遺伝子と形態からエゾバイ上科の新属新種と同

定した。これまで宿主との栄養関係に関する証拠は得られておらず、共生性と判断した。 

 
3) 倉持 利明：久留米大学医学部に所蔵されていた日本住血吸虫症関連資料等の目黒寄生虫館

への移管について．第84回日本寄生虫学会東日本支部大会，長野県長野市（長野保健医療大学），

2025年10月. 
久留米大学医学部から当法人に移管された資料の紹介と，今後の利活用に向けた取り組みについて
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報告した。 

 
4) 小川 和夫，白樫 正，山内 岬，安里 聖貴，玉城 正国，仲盛 淳：石垣島における養殖ハタ類

の減耗．令和7年度日本魚病学会秋期大会，愛媛県今治市（岡山理科大学今治キャンパス），

2025年9月. 
石垣島の養殖ヤイトハタとチャイロマルハタに寄生するDiplectanidae科単生類の2種の形態、

分類と寄生状況を報告した。 

 
5) 杉原 志貴，岩﨑 亮磨，宮﨑 悠暉，竹内 大起，白樫 正，伊藤 直樹，中野 智之，髙野 剛史，

小川 和夫：吸虫性旋回病原因虫Galactosomum nagasakienseの第一中間宿主の発見. 軟体動物

多様性学会2025年度大会，愛知県豊橋市（豊橋市自然史博物館），2025年12月. 
オニノツノガイ上科貝類のコベルトカニモリが、海産魚の吸虫性旋回病の原因吸虫種である

Galactosomum nagasakienseの第一中間宿主となることを発表した。 

 
6) 髙野 剛史：インド西太平洋におけるウニヤドリニナ属Vitreobalcis（ハナゴウナ科）の多様

性．日本貝類学会令和7年度大会，東京都千代田区（東京家政学院大学），2025年5月. 
日本を含む西太平洋域におけるハナゴウナ科ウニヤドリニナ属貝類の形態・宿主・地理的分布

をまとめ、系統関係と合わせて発表した。 

 
7) 髙野 剛史： 私と寄生と貝と：腹足類を中心とした「寄生」の自然史研究．2025年 日本ベン

トス学会・日本プランクトン学会合同大会，宮城県仙台市（東北大学青山キャンパス），2025年

9月. 
自身が取り組んできた寄生性腹足類および寄生蠕虫類の研究について紹介した（日本ベントス

学会奨励賞受賞講演）。 

 
8) 髙野 剛史，亀井 遥香，西田 和記，鈴木 良博，山田 和彦，藤原 邦浩， 成松 庸二，小川 和

夫：遺伝子情報から探る日本近海産ギロコチレ属条虫の多様性．第95回日本寄生虫学会大会，

神奈川県相模原市（北里大学相模原キャンパス），2026年3月. 
遺伝子解析に基づき、日本近海のギンザメ類に寄生する条虫ギロコチレは少なくとも7系統に

分かれることを報告した。 

 
9) Takano, T., J. Landschoff, L. C. Griffiths, D. Uyeno & Y. Kano: Living in the disc: discovery 

of eulimid snails endoparasitic in ophiuroids (Caenogastropoda: Vanikoroidea). World 

Congress of Malacology 2025, São Paulo, Brazil (Butantan Institute), Aug. 2025. 
クモヒトデ類とテヅルモヅル類に内部寄生するハナゴウナ類を報告するとともに、それらの系

統関係について議論した。 

 
10) Takeuchi, D., S. Shirakashi, Y. Sugihara, R. Iwasaki, H. Miyazaki, N. Itoh, T. Nakano, 

T. Takano & K. Ogawa: Fundamental research toward the development of control measures 

against trematode whirling disease in marine fish. 22nd International Conference on Diseases 
of Fish and Shellfish, Heraklion, Greece (Heraklion Cultural Conference Center), Sep. 2025. 
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吸虫性旋回病の原因吸虫Galactosomum nagasakiense のセルカリアは25℃で第一中間宿主の

コベルトカニモリから遊出し、強い正の走光性を示した。セルカリアを投与した7種の魚の脳か

らメタセルカリアを得た。 

 
11) 竹内 大起，白樫 正，杉原 志貴，松倉 一樹，伊藤 直樹，小川 和夫，髙野 剛史，中野 智

之：吸虫性旋回病原因虫Galactosomum nagasakiense幼虫の感染力維持期間と薬剤による駆虫

効果の検証．令和7年度日本魚病学会秋期大会，愛媛県今治市（岡山理科大学今治キャンパス），

2025年9月. 
感染貝から得たGalactosomum nagasakiense のセルカリアの感染力維持期間と魚に寄生させ

たメタセルカリアに対する薬剤の有効性を検証した。 

 
12) 脇 司，関根 百悠，太田 悠造，戸篠 祥，新田 理人，山本 岳，福森 啓晶，山崎 大志，髙野 

剛史：吸虫の感染状況から推定される浮遊性・水表性巻貝類の餌料としての重要性．第95回日

本寄生虫学会大会，神奈川県相模原市（北里大学相模原キャンパス），2026年3月. 
浮遊性・水表性腹足類から得られたメタセルカリアの遺伝子解析により、それらは魚類寄生性

の吸虫と同定された。宿主貝類が魚類に捕食されることで感染が成立しているものと考えられた。 

 
13) 脇 司，関根 百悠，新田 理人，戸篠 祥，福森 啓晶，中野 光，大河 俊之，髙野 剛史，多留 

聖典，尾島 智仁，尾島 雅子：クラゲ類を利用する吸虫の分類群と生活史．日本動物分類学会第

60回大会，茨城県つくば市（国立科学博物館筑波研究施設），2025年6月. 
日本近海産クラゲ類に寄生していたメタセルカリアを、吸虫成虫のDNA塩基配列との比較に

より同定し、生活史を推定した。 

 
14) 山下 正太郎，髙野 剛史，後藤 龍太郎：シャコ巣穴共生性巻貝シャコアナモリ（イシカワ

シタダミ科）の形態学的研究．2025年 日本ベントス学会・日本プランクトン学会合同大会，宮

城県仙台市（東北大学青山キャンパス），2025年9月. 
シャコの巣穴に住み込み共生する巻貝シャコアナモリの殻および軟体部形態を精査した。 

 
C. 著書・その他 

1) 倉持 利明（2025）：2.9 寄生蠕虫類．国立科学博物館（監修），自然史標本のつくり方，

pp. 85–90．朝倉書店，東京． 
 寄生蠕虫類の採集から標本づくりまでを解説した。 

 
2) 亀谷 誓一（2025）：目黒寄生虫館―信念を貫く小規模博物館の挑戦（前編）．文化庁広報誌

ぶんかる，099：https://www.bunka.go.jp/prmagazine/rensai/museum/museum_099.html 
目黒寄生虫館が実践するファンドレイジング活動について解説、紹介した。 

 
3) 亀谷 誓一（2026）：目黒寄生虫館―信念を貫く小規模博物館の挑戦（後編）．文化庁広報誌

ぶんかる，100：https://www.bunka.go.jp/prmagazine/rensai/museum/museum_100.html 

改正博物館法に基づく博物館登録の手続きについて、目黒寄生虫館の事例を報告した。 
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4) 目黒寄生虫館（2026）：展示アニュアル 常設展示室におけるサウンドスケープ（音環境）

デザインの実践．展示学，71：116． 
当期に実施した展示室のサウンドスケープ・デザインについて、楽曲とデザインのコンセプ

トを紹介した。 

 
D. 研究助成 

1) （独）日本学術振興会 学術研究助成基金助成金 2023～2026年度 若手研究 
「寄生生物の移動能力は多様化パターンに影響するか？：ハナゴウナ科腹足類による検証

（23K14257）」 

（研究代表者 髙野 剛史） 
ハナゴウナ科貝類の中でも移動能力の高いセトモノガイ属とウニヤドリニナ属を対象に、

DNAバーコーディングと系統解析を実施した。それらの進化史において系統的に遠い宿主への

転換が頻繁に生じたことが示唆された。また、初めて発見されたクモヒトデ内部寄生性ハナゴ

ウナ類、および海底洞窟の生物相調査で得られたハナゴウナ類の形態・生態について、2報の

論文を執筆した。 

 
2) （独）日本学術振興会 学術研究助成基金助成金 2022～2025年度 基盤研究（B） 
「虫卵駆除生物を利用した単生虫病予防法の開発（22H02427）」 

（研究分担者 小川 和夫） 
海産魚の網生け簀養殖で問題となる単生類のハダムシ類 Benedenia と Neobenedenia 対策と

して、水槽実験でハダムシの虫卵除去能力の高かったクロメジナとアイゴについて、実際の養

殖環境を想定した網生け簀飼育実験を行った。その結果、これら 2 種の魚と混養したブリやヒ

ラマサにおける寄生軽減効果が確認された。 

 
3) （独）日本学術振興会 学術研究助成基金助成金 2025～2027 年度 基盤研究（B） 
「海産魚の吸虫性旋回病－原因寄生虫の生活史戦略から挑む包括的対策基盤の構築 
（25K02089）」 

（研究代表者 小川 和夫、研究分担者 髙野 剛史） 
海産魚の吸虫性旋回病の原因寄生虫 Galactosomum nagasakiense が寄生した第一中間宿主

コベルトカニモリからセルカリアを得て、生物学的特性試験と魚への感染実験を行った。セル

カリアは日の出直後に集中して貝から遊出し、強い正の走光性を示した。魚を用いた実験では、

セルカリアの自発摂餌による経口感染とセルカリアの注射接種によって感染が成立した。 

 
4) （独）日本学術振興会 学術研究助成基金助成金 2025～2027 年度 基盤研究（C） 
「久留米大学旧寄生虫学講座に遺された資料の移管、デジタル・アーカイブ化、公開 
（25K04597）」 

（研究代表者 倉持 利明） 
久留米大学医学部より当法人へ移管された日本住血吸虫症関連資料を整理し、デジタル化し、

公開して利活用に供することで、「顧みられない熱帯病（NTDs）」や、今後も起こり得るパン

デミックの対策立案の一助とし、さらには「持続可能な開発目標（SDGs）」達成を目指す。 
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2. 皇居の生物相調査（第Ⅲ期）への参加 
（独）国立科学博物館 総合研究「過去 150 年の都市環境における生物相変遷に関する研究 －皇居

を中心とした都心からの収集標本の解析」 

当年度は5年間にわたる調査・研究の最終年度にあたるため野外調査・採集は行わず、4年間に収

集した標本の同定、DNAの塩基配列の解析、これらの結果をまとめた論文を執筆した。前述の論文 
4）および15）のとおり、倉持館長ほか当法人の研究職員（巖城・髙野・佐田）、小川 和夫名誉館

長、脇 司准教授（東邦大学理学部）の連名で「皇居における寄生生物相（寄生蠕虫類，ダニ類，甲

殻類）の研究」、および髙野・脇・倉持による「皇居における寄生虫調査で採集された陸生および

淡水生貝類」を国立科学博物館専報第54号として出版した。 

 

Ⅱ. 学術資料の収集および管理 
 
1. 学術資料の収集と貸出 

当法人が所蔵する寄生虫・宿主標本は現在約60,000点である。研究員が研究・展示のために収

集した標本に加え、外部研究者からの寄贈標本の整理およびデータベース登録を継続中である。

当年度の標本寄贈は27件・1,778点であった。これらには内田 明彦博士（元・麻布大学、元館長）

のスライド標本1,483点などを含む。 
外部研究者への標本貸出は1件・89点で、来館した研究者の標本閲覧は6件・190点、標本撮影依

頼は1件・9点であった。文献資料の貸出はなく、閲覧は1件・34点であった。他の博物館の展示協

力等として標本3件・12点、資料1件・2点を貸し出した。 
当法人が所蔵する寄生虫のタイプ標本は、当年度は17種・71点が追加された。また、当年度は標

本データベースの再集計を行い、タイプ標本の総数は令和8年3月末時点で1,375種・5,071点となっ

ている。これらの詳細は「目黒寄生虫館所蔵タイプ標本一覧」として公式ウェブサイトで公開して

いる。 

 
2. 学術資料の整理 

当法人では学術資料を適切に管理するため、常に資料整理とデータ化・アーカイブ化を進めてい

る。 
A. アーカイブの作成と公開 

目黒寄生虫館公式ウェブサイトでは前述のタイプ標本の他に、複数のアーカイブを作成・公開

している。刊行物では「日本における寄生虫学の研究（和文版／英文版）」「目黒寄生虫館研究報

告」「目黒寄生虫館月報／ニュース」「むしはむしでもはらのむし通信」がある。寄生虫標本・文

献に関するものでは「目黒寄生虫館所蔵タイプ標本一覧」「日本の哺乳類寄生蠕虫類リスト」「日

本の鳥類寄生蠕虫類リスト」「山口 左仲博士の報告した日本の魚類・両生類・爬虫類・鳥類・哺

乳類の寄生蠕虫類」がある。平成26年度以降の職員の研究業績の一覧は、研究員ブログのペー

ジから確認することができる。 

令和4年度から始めた寄生虫蝋模型の3Dモデル「仁吉3D」は、当法人が所蔵する沼田 仁吉

（北里研究所技術部職員（当時））作の寄生虫蝋模型を三次元データ化したものである。これま

でに18点を公開しており、当期は新たに寄生虫卵5点の3Dフォトグラメトリーを行った。来期

早々には一般公開を予定している。いずれも当法人公式ウェブサイトから外部サイト「スケッチ

ファブ」に移動して閲覧することができる。また、寄生虫卵の三次元データを用いて令和6年度
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に作製したレプリカ12点に対して、神戸大学医学部および東京科学大学医学部より発注があっ

た。いずれも学生実習で供覧され、沼田の作品が再利活用されていることが覗える。 
また、国立科学博物館が運営する自然史標本のポータルサイト「サイエンスミュージアムネッ

ト（S-net）」に対して、所蔵資料10,065点のデータを提供した。これらは次年度内のサイト更新

に合わせて順次一般公開される予定であり、学術情報のオープン化を推進した。 
さらに、文化庁「Innovate MUSEUM事業」の助成を受け、山口 左仲博士の著作である『日

本の寄生蠕虫相の研究』『寄生蠕虫類の分類体系』『ハワイ産魚類の二生吸虫類』に使用された原

図の高精細スキャニングを実施した。10月からの6か月間で112件・845図版・5,509点の原図を

「文化遺産オンライン」にアップロードした。これらのデータは、国立国会図書館のポータルサ

イト「ジャパンサーチ」とも連携し、国内外の研究者や一般利用者が広く利活用可能な環境を整

えた。なお、資料の修復およびスキャニング作業には、早稲田大学の博物館支援サークル「ミュ

ゼさぽ」の学生が参画した。 

 
B. 論文別刷等の整理と電子情報化 

書庫に保管する論文別刷等は令和8年3月末時点で約43,000件であった。また、近年は研究者

間ではPDFファイル形式での論文等のやり取りが主流となっており、入手したPDFファイル約

7,800個を共用サーバー内に保管している。公式ウェブサイトでのこれら別刷等の一覧の公開を

準備中である。 

 
C. 図書・逐次刊行物の整理 

1) 図書 

購入または寄贈により、当年度に116冊の図書を新たに登録した。蔵書数は令和8年3月末時

点で6,114冊となった。一例を以下に示す。 
・絵で見る和子さんの地方病（昭和町教育委員会、2025） 

・自然史標本のつくり方（朝倉書店、2025） 
・De Helminthibus acanthocephalis: commentatio historico-anatomica （Helwing、1821） 
・Histoire naturelle des helminthes ou vers intestinaux（Librairie encyclopédique de 

Roret、1845） 

 
2) 逐次刊行物 

当法人では、寄贈や会員購読により約340種類・13,900冊を所蔵している（休刊、廃刊を含

む）。当年度は研究機関・学術団体から46種（2種の遺贈を含む）、博物館等の施設から37種
の刊行物を受け入れた。それらの一例を以下に示す（順不同）。 

a) 研究報告、紀要等 
秋田医学会、横須賀市博物館、佐賀県立宇宙科学館、明治大学  
Experimental Parasitology、Records of The Malaria Survey of India 他 

b) ニュースレター等 
宮入慶之助記念館、土木研究所自然共生研究センター、東京都博物館協議会 
神奈川県立生命の星・地球博物館、日本鯨類研究所、全国科学博物館協議会 他 

 
D. その他資料の整理 
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大鶴 正満博士、山口 左仲博士、佐々 学博士等、および福間家代々の医学資料は当法人に寄贈

され、国立感染症研究所が所蔵する小宮 義孝博士の資料と、慶應義塾大学医学部熱帯医学寄生

虫学研究室の資料は寄託資料として管理している。これらの利活用と後世への継承のため、当年

度も中性紙保存箱への移し替えや目録作成を通じて資料整理と公開に向けた作業を進めた。 
また、前述の研究助成 4）に加え（公財）関西・大阪21世紀協会による2025年度日本万国博

覧会記念基金助成事業の助成を受け（事業名：「九州筑後川流域にあった風土病的寄生虫病（日

本住血吸虫症）制圧史に関する資料の移管・輸送・保管・継承」）、久留米大学医学部に保管され

ていた日本住血吸虫症関連資料を輸送した。移管後は、資料のリスト化と16 mmフィルムのデ

ジタル化を進めた。資料の一部は特別展示で一般公開に供した（後述）。 

さらに、寄生虫症を含む感染症にまつわる記録を整理して公開するプロジェクト「感染症アー

カイブズ」が運営するウェブサイトでは、本事業に関する当法人保管の資料目録が公開されてい

る。令和8年3月28日にはプロジェクトの年次報告会が対面とオンラインのハイブリッド方式で

行われ、倉持館長と巖城研究室長が参加した。 

    
 

Ⅲ. 寄生虫に関する助言および指導、外部研究者との連携協力等 
 

寄生虫に関する質問等は来館者から43件、電話5件、手紙1件、電子メール4件、公式サイトのメ

ールフォーム12件であった。また、当法人が受入れを許可した研究生2名に対して指導・助言を行

なった。令和6年度に続き、東京科学大学からの要望を受けて、医学部医学科および保健衛生学科

の医動物学実習に参画し学生の指導にあたった。 

なお、職員は学会の委員等の社会貢献活動を行うことにより、研究活動の成果や調査研究に基づ

いた専門知識を広く発信して還元している。当年度の状況は以下の通りである。 

 
1. 倉持 利明 
・日本寄生虫学会 評議員（平成9年～） 
・日本寄生虫学会 用語委員（平成16年～） 

・日本寄生虫学会 プログラム委員（令和6年〜） 
・寄生虫分類形態談話会 代表（平成9年～） 
・公益財団法人藤原ナチュラルヒストリー振興財団 監事（平成25年～） 

・東京家政大学 非常勤講師（平成26年～令和8年）＊博物館資料論／博物館資料保存論 

 
2. 巖城 隆 

・日本獣医寄生虫学会 評議員（平成20年～） 
・日本寄生虫学会 評議員（平成28年～） 

 
3. 髙野 剛史 
・日本貝類学会 評議員（令和7年～） 
・日本貝類学会 ちりぼたん 編集委員（令和4年～） 

・日本貝類学会 Venus 編集委員（令和5年～） 
・NEF-NMNS-USM Workshop on Marine Biodiversity Research: Taxonomy and Specimen 
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Management of Marine Invertebrates 講師（令和7年11月） 

 
4. 佐田 直也 

・Current Herpetology誌 Editorial board（令和5年～） 

 
5. 亀谷 誓一 

・東京農工大学 非常勤講師（令和元年～）＊博物館経営論  
 ・文化庁 令和8年度「博物館の新登録制度の推進事業及び博物館総合サイトの運営業務」委託

事務 選定委員（令和8年2月） 

 
 

普及啓発事業（定款第4条第2号事業） 
 

当法人が所有する建物の1階および2階を、展示室として無料で一般公開している。昭和28年に個

人博物館として創設後、財団法人化を経て70年以上にわたり運営を継続してきた。なかでも令和7
年度は大きな転換期となった。まず、令和7年7月15日付で観光庁の定める「観光施設における心の

バリアフリー認定制度」の認定を受けた。さらに、2年間の綿密な準備を経た結果、令和7年9月5日

付で東京都教育委員会より博物館法に基づく「登録博物館」の認定通知を受領した。 
改正博物館法の施行から3年目を迎えるが、全国の博物館登録数は未だ500館に届かず、多くの館

で準備が停滞しているのが現状である。また、当初は宿泊業等を対象としていた「心のバリアフリ

ー認定制度」についても、後から対象となった博物館における認知度は低く、全国の認定館数は20
館に満たない。当法人が早い段階でこれらの認定を得られたのは、小規模法人ゆえの機動力を活か

して迅速な申請事務を進めた結果といえる。今後は、自館の運営に留まらず、他の博物館における

先導的な事例となるよう、積極的かつ充実した博物館活動を展開していくことが目黒寄生虫館に課

せられた責務である。 

 

Ⅰ. 「目黒寄生虫館」の管理運営事業 
 
1. 開館日数・来館者数など 

当年度の開館日数は255日であった。令和7年11月19日はビル内で発生した停電の影響で午前中

の2時間と午後の1時間を臨時休館とした。年間来館者数は約66,400名で、1日平均260名であった。

来館者数は前年度と比較して微減となったとはいえ、社会的な関心の高さが確かなものとして根付

いていると言える。 
団体・グループ見学は56の各種学校や市民団体等から申請があり、1,053名（全体の1.6%）が訪

れた。修学旅行や課外学習などのグループ見学のほか、専門学校による団体見学などが多かった。 

 
2．常設展示の更新 

A. 情報コーナーに「日本の寄生虫症と寄生虫性食中毒の発生状況」を新設 

日本では、かつて見られた回虫・鉤虫・蟯虫などによる寄生虫症はほとんど無くなった一方、

新鮮な魚・肉や、汚染された水から感染する寄生虫症や食中毒、海外との交流の増加で感染機会
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が増えた寄生虫症が問題となっている。本展示は厚生労働省の統計データに基づき、最近10～
20年間における寄生虫症（四類・五類感染症）と寄生虫性食中毒の発生状況をグラフで表して

いる。これまで展示の無かった、クリプトスポリジウムやランブル鞭毛虫などの写真や解説も新

たに加えた。ただし、情報コーナーという性質上、特別展の開催等に合わせて今後一時的に入れ

替える可能性がある。 

 
B. 展示室内におけるサウンドスケープ・デザインの導入 

前述の研究等事業A.-論文19）で報告の通り、「音楽を使った空間デザイン」を手がける

Vegetable Recordのアーティストと共同で、展示室におけるサウンドスケープ・デザインの製作

に取り組んだ。アーティストと研究職員を交えた打ち合わせを複数回設け、見学を通じて得た着

想をもとにオリジナル楽曲6曲を製作した。令和7年8月26日に天井スピーカー・小型スピーカー

の設置を行い、音量調整などを経て9月29日より本格的に導入した。本事業は（一財）全国科学

博物館振興財団による2025年度全国科学博物館活動等助成事業の採択を受けて実施された。 

 
C.「山口 左仲博士の論文原図・標本展示」の入れ替え 

令和7年9月10日から図版の原図を入れ替えた。今回は博物館実習の一環として、魚類に寄生

する吸虫類に関する論文（1934年）の百数十点の中から、実習生自ら展示する図版を選定して

パネルにレイアウトした。中央のアクリルケースには、約85年前に山口博士が瀬戸内海産のハ

モの胃から採集した吸虫類 Tubulovesicula muraenesocis のプレパラート標本と、掲載された論

文別刷のコピーを展示した。 

 
3. 取材対応など 

当年度の取材申請は計 29 件で、前年度より 2件少なかった。そのうち 26 件を許可し、24 件に対

応した。2 件は許可したものの、先方都合でキャンセルになった。メディアの内訳は、書籍・雑誌

11 件、ウェブサイト 5 件、新聞 3 件、テレビ 2 件、ラジオ 1 件、その他 2 件だった。申請内容のう

ち 6 件は資料や情報を提供するもので、15 件は博物館の紹介、その他の依頼は 5 件だった。 

 

 

Ⅱ. 教育普及活動事業 
 
1. 特別展示 

A. 2025年「国際生物多様性の日」記念写真展「生物多様性研究 無限大 －新種は見つかるいつま

でも－」 

（令和7年5月17日～6月29日） 
毎年5月22日は、国連が定める「国際生物多様性の日」である。このたび環境省から記念日を

冠した普及啓発事業の呼びかけがあった。そこで所蔵するタイプ標本のうち、研究職員が厳選し

た93種を紹介する写真展を開催した。寄生虫も広い生態系の一端を担う存在であるという視点

に立ち、生物多様性について改めて考える機会をつくった。 

 
B. ミニ特別展「ミヤイリガイの生貝展示」 
（令和7年6月20日～12月28日、令和8年3月26日～29日） 



   13 
 

日本住血吸虫の継代・感染実験を行っている研究グループが実験室内で吸虫を発育させるた

め、定期的にミヤイリガイを採集している。令和7年6月14日、山梨県でミヤイリガイのサンプ

リングに髙野研究員が同行し、その一部が展示用に提供された。複数のシャーレに分けて飼育し、

ローテーションで生体展示に供した。当初は終了日未定としていたが、期間中に死亡した貝が少

なかったこともあり、年末まで開催を続けた。さらに令和8年3月23日のサンプリングにも髙野

研究員が同行したので、年度末まで展示した。 

 
C. 特別展『もうすぐ「流行終息宣言」から30年   地方病の制圧に尽くした山梨県の医師たち』 
（令和7年8月10日～11月16日） 

前述のミヤイリガイの生体展示に加え、山梨県甲府盆地に流行していた地方病、日本住血吸

虫症の「流行終息宣言」（1996年2月19日）から30年を迎えることから、地方病制圧に尽力した

医師をテーマとした特別展を開催した。日本は日本住血吸虫症を制圧した唯一の国だが、世界的

にはまだこの寄生虫症との闘いは終わっていない。日本の先人たちの苦しみと制圧への努力を次

世代へ語り継ぐべく、三神 三朗、杉浦 健造・三郎、小野 徹らの功績を解説した。また、本展で

は令和3年度に寄贈を受けた、山梨県南アルプス市の旧洗心堂小野醫院で使用されていた地方病

流行当時の医療器具を初めて一般に公開した。 

  
 D. 特別展「筑後川流域の日虫症（日本住血吸虫症）制圧の道を拓いた久留米医科大学寄生虫病

学教室」 
 （令和7年12月27日～令和8年3月29日） 
前述のとおり久留米大学医学部より移管された資料の一部を公開する特別展で、かつて九州

の筑後川流域で流行していた日本住血吸虫症制圧に至るまでの取り組みを解説した。寄生虫病

学講座初代教授の岡部 浩洋博士に関する資料の展示や、デジタル化した16 mmフィルムの中か

ら、地方病制圧のためのミヤイリガイの調査、殺貝剤の散布、用水路のコンクリート溝渠化工

事などの対策の様子や流行地各地の動画を展示した。 

 
E. 干支コレクション2026～馬を宿主とする寄生虫～ 

（令和8年1月7日～2月1日） 
令和8年は午年であることから、馬を宿主とする大条虫や無歯円虫などの標本を4点選定して1

階情報コーナーで1か月間展示した。 

これと合わせて、丹青社グループが運営する「アイエム [internet museum]」が行う「ミュー

ジアム干支コレクションアワード2026」に参画した。これは各地の博物館・美術館が、干支を

モチーフにした作品を出品し、一般投票でランキングするオンラインイベントである。そこで英

名を「horsehair worm」と称するハリガネムシを出展したところ、全国117館のうち第2位とな

った。来館者にも投票を呼び掛けたところ、わずか1か月で世界30の国と地域からコメントが寄

せられた。この反響は、館の活動が国際的かつ多様な文化圏から高い関心を集めていることを裏

付けるものとなった。 

 
2. 他館等への協力 

以下の4団体から依頼を受け、資料の提供に応じた。 
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A. 東京学芸大学附属世田谷中学校（東京都世田谷区） 
「研究公開授業」 
（令和7年6月12日） 

 公開授業で使用するため、同校の川島 紀子先生にアニサキスの幼虫、日本海裂頭条虫、ハナ

ゴウナ科の貝殻を貸し出した。 

 
B. 東京大学大気海洋研究所（千葉県柏市） 
「東京大学フェア」（ららぽーと柏の葉 アウトリーチイベント） 
（令和7年9月27日） 

小学生とその家族を対象とした海洋生物に関する講演会に供するため、同研究所の矢萩 拓也

博士にカクレガニ類の一種、オオシロピンノなど標本5点を貸出した。 

 
C. 東京大学大学院新領域創成科学研究科（千葉県柏市） 

学生実習・講義（令和7年10月）、大学キャンパス一般公開（10月24～25日） 
先端生命科学専攻多細胞生物システム学分野教授の菊地 泰生博士に、日本海裂頭条虫や肝蛭

など標本計8点を貸出した。 

 
D. 長崎大学熱帯医学研究所附属熱帯医学ミュージアム（長崎県長崎市） 

企画展「昭和100年風土病とのたたかい―静かな生活革命―」（令和7年12月24日～令和8年7
月18日） 

展示に供するため、前述のとおり久留米大学医学部より移管された資料のうち岡部 浩洋博士

のアルバム2点を提供した。 

  
3. 講演会など 

A. 解説会ほか 
1) 2025年「国際博物館の日」記念事業 
（令和7年5月17～18日） 

毎年5月18日はICOM（国際博物館会議）が定める「国際博物館の日」である。毎年の共通テ

ーマをもとに、活動に賛同する世界中の博物館等でこの日を中心に各種イベントが開催されてい

る。当年度は文化庁からの呼びかけに応じて、2日間にわたり1階展示室にて10～15分程度のミ

ニ解説会を行った。各回20～35名程度が集まり、合計約120名が参加した。解説会の内容は両日

とも同じで、時間帯を入れ替えて行った。テーマは以下の通りである。 
「小笠原諸島で魚の寄生虫を調べる」（倉持 利明） 

「日本に何種いる？ ロイコクロリジウム」（巖城 隆） 
「ヘビの寄生虫 シタムシについて」（佐田 直也） 

 
2) 「教員のための博物館の日 in 目黒寄生虫館」 
（令和7年7月28日） 
このイベントは平成20年に国立科学博物館が始めたもので、博物館にある学習資源の利活用

のために教員に向けて様々なプログラムを提供している。近年は毎年20館程度のペースで参加

館が増えており、当年度は全国の80以上の博物館が参加した。イベントは休館日に実施し、午
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前午後の2回で計24名の教員が参加した。各回約2時間のプログラムで、展示室と収蔵庫のガイ

ドツアー、班別に分かれてアニサキスの採取実習、研究職員らとのディスカッションを行った。  
一都三県はもとより山形県や京都府からも申し込みがあり、多種多様な教員が参加した。参加

条件に都道府県の縛りがないことが私立博物館の強みである。一方で終了後のアンケートにより、

学校によって参加が職務、職専免（職務専念義務免除）、休暇と対応が異なることが判明した。

必ずしも一律に教員の研修の機会となっていないことが今後の検討課題である。 

 
3)「こども霞が関見学デー」文化庁ブースへの出展 
（令和7年8月6～7日） 

約30の府省庁が参加し、子どもたちを対象に業務説明や職場見学などを行うことで社会を知

る機会をつくることを目的としたイベントで、文化庁からの依頼を受けて3年連続で参加した。

ブースは「夏休み博物館体験！～みんなが知らないディープな博物館を見せます！～」と題し、

都内近郊の6館が各館の魅力を紹介した。所蔵標本11点を展示して解説を行ったほか、両日マア

ジやブリ（若魚）などを解剖し、内臓や筋肉から生きたアニサキスの幼虫を採取するデモンスト

レーションを行った。 

 
4) 閉館後の貸切解説会の開催 

①主催：下目黒五丁目自治会（令和7年6月22日、28日） 

②主催：まいまい東京（合同会社まいまい）（令和7年11月15日） 
①は親子連れを対象とした解説会で、地域連携の取り組みの一環である。「目黒寄生虫館ナイ

トツアー」と題し、計2回の開催で合計34名が参加した。自由見学時間を含め1時間15分程度の

プログラムである。はじめに倉持館長が展示内容を解説して館内を回り、非公開エリアである収

蔵庫の解説は巖城研究室長が担当した。半数ずつ交代して収蔵庫を見学するので、その間に自由

な質問時間を設けるなど、来観者とのコミュニケーションを深めた。②は今年度初めて依頼を受

けたもので「倉持館長と館内貸切スペシャルツアー！非公開の収蔵庫へ特別潜入」と題し、16
名が参加した。ガイドツアーに加えて6階生涯学習室で座学のレクチャーを含めた約2時間のプ

ログラムで、倉持館長がレクチャーを担当した。 

 
5)「教育・文化週間」記念事業 
（令和7年11月1～3日） 

毎年11月1～7日は文部科学省の実施する「教育・文化週間」である。11月1～2日の2日間は

「延長開館＆おしゃべりミュージアム」と題し、開館時間を午後6時まで延長した。その間は館

長と研究職員が展示室に滞在して来観者からの質問を受け付けるなど、気軽なコミュニケーショ

ンを図る時間をつくった。期間中は、目黒通りの地域活性プロジェクト「目黒マルシェ」の開催

日にあたり、コラボレーション企画として令和7年5月3～4日に開催した「延長開館＆おしゃべ

り博物館」に次いで、マルシェ帰りの立ち寄りを促した。また、11月3日は倉持館長による特別

展「地方病の制圧に尽くした山梨県の医師たち」のミニ解説会を開催した。午前午後の2回行い、

約70名が参加した。 

 
6)「駒沢ファンタジア」への出展  
（令和7年11月29日） 
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駒沢オリンピック公園の開園記念日に合わせて毎年開催されている催しで、各種事業者や民間

団体、大学等が多数参加してマルシェやワークショップ、コンサート等が2日間にわたって開催

される。このたび初めて公園を運営する（公財）東京都公園協会より依頼を受け、11月29日の

午後、地域連携ブースより出展した。所蔵標本11点を展示して解説を行ったほか、前述の写真

展「生物多様性研究 無限大」のパネルを展示した。多くの家族連れで賑わいを見せる中、夏休

みにアニサキス研究の相談で来館した親子が、その後の研究成果をまとめたポスターを持参する

といった交流の場面もみられた。 

 
7) 公式YouTubeチャンネルの更新 

倉持館長とDNDi Japanの森岡 翠氏による『世界顧みられない熱帯病の日特別写真展「顧みら

れない熱帯病と暮らす人々」』（DNDiと共催）の展示解説と、情報コーナーで使用した、生きた

ミヤイリガイの動画をアップロードした。 

 
B. 講演会・トークイベント依頼の受け入れ 

職員による講演等の依頼があった場合には、可能な範囲で受け入れている。寄生虫学に対する

関心や理解がより広くの世代に深まることが期待される。さらに博物館登録制度に関する講演や

小中学生に向けた話題提供など、ジャンルは多岐にわたる。当年度の依頼は以下の通りである。 

 
令和7年11月10日   東京学芸大学附属世田谷中学校  ブックカフェ「博物館をたのしもう！」 
          （亀谷 誓一） 
令和8年1月16日     日本機械学会関東支部シニア会2025年度総会・特別講演会 

「日本における寄生虫由来の食中毒事情と今後」 
（倉持 利明） 

令和8年1月31日 （一社）日本小児感染症学会  第4回小児感染症ハイレベルセミナー 

「まれな微生物（真菌・抗酸菌・寄生虫）に強くなろう！」 
   （倉持 利明） 
令和8年2月7日    山梨県  地方病終息宣言30周年記念事業「地方病との闘い」基調講演 

「山梨県における地方病制圧史」及びパネルディスカッション 
（倉持 利明） 

令和8年2月12日   駒場東邦中学校・徳之島町立亀徳小学校  2025年度環境問題オンラインサ

ミット「海の生き物の隠れた多様性」 
                                      （髙野 剛史） 
令和8年2月12日   全国市場食品衛生検査所協議会関東ブロック協議会 食品衛生研修会 

「寄生虫に由来する日本の食中毒事情」 
           （倉持 利明） 
令和8年2月13日 文化庁  令和7年度  博物館新登録制度推進フォーラム「事例報告」 

   （倉持 利明） 
令和8年2月15日 ふじのくに地球環境史ミュージアム 地球環境史学講座 

「史料で辿る日本住血吸虫症制圧の物語」 

   （倉持 利明） 
令和8年2月16日     練馬区春日町リサイクルセンター研修会「寄生虫から学ぶ生物多様性」 



   17 
 

   （巖城 隆） 
令和8年2月17日          令和7年度第2 回全国科学博物館協議会理事会・総会 

「全科協海外科学系博物館視察報告」 

（髙野 剛史） 
令和8年2月20日    文化庁  令和7年度ミュージアム・パブリックリレーションズ研修 

「小規模機動的なミュージアム経営」 

          （亀谷 誓一） 
令和8年3月19日 農林水産省（当法人共催）食品安全シンポジウム「見えない敵と加熱/冷

凍の科学～寄生虫・カンピロバクターから身を守る～」基調講演「食品媒

介寄生虫症の科学と教育」及びパネルディスカッション 
   （倉持 利明） 

 
4. 博物館学芸員実習生の受け入れ 

目黒寄生虫館は博物館法第2条に定義される登録博物館である。博物館法施行規則第2条に基づき、

博物館学芸員資格取得のための実習生を受け入れている。前年度に初めて実施して大きな支障がな

かったことから、今後は対面かつ8名を一斉に受け入れる方針を継続する。オリエンテーション、

山口 左仲資料のデジタル化の実践と原図展示の交換のための選定業務に続き、3日目は「仁吉3D」

の製作に携わった（一社）路上博物館の森 健人氏のアトリエに集合して博物館資料のDX化に関す

る講習を行った。また、サイエンスコミュニケーター講座では、研究員の専門分野の説明をグルー

プ別に聞いて内容を相互に解説し合った。当年度は各大学から1名ずつ、以下の8校の学生が参加し

た（順不同）。 

青山学院大学 武蔵野美術大学 鹿児島大学 東京農業大学 八洲学園大学 北海道大学  

筑波大学 日本大学   

 
 
Ⅲ．寄生虫学への理解を深める資料の刊行・製作事業 
 
1. 刊行物の製作と頒布 

定期刊行物「むしはむしでもはらのむし通信」（B5版 カラー16ページ）は、令和7年12月24日に

第205号を発行した。巻頭は数ある寄生虫の中でも高い人気を誇るロイコクロリディウムを特集し、

前半は帯広畜産大学の佐々木 瑞希博士による寄稿、後半は巖城研究室長が担当した。その他は髙野

研究員によるサンパウロの国際学会参加報告をはじめ、各種の特別展や助成事業の話題などについ

て、職員が分担して執筆した。発行部数600部のうち約250部を関係機関・博物館等に送付し、109

部を一般に向けて有償頒布した。198号からのバックナンバーを含めた総頒布数は425部であった。

期中には199号が完売したので、1年後を目安にPDFファイルの無償公開に切り替える。 
展示ガイドブック（B5版 カラー16ページ）の年間頒布数は952部で、内訳は和文版804部、英文

版が148部であった。 

 
2. 教育用標本の頒布 

当法人では、医学系大学や教育機関等を対象に寄生虫標本を頒布している。これらは講義や実習

を通じて、寄生虫学を学ぶ多数の学生に活用されている。当年度も日本寄生虫学会の「寄生虫標本
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作製支援事業」を通じて複数の研究機関から標本を受領した。当該リストは公式サイト内で公開し、

FAXやメール等にて注文を受け付けている。当年度は31機関から40件の依頼を受けた。頒布数は、

寄生虫卵液浸標本169本、スライド標本329枚であった。 

 
 

Ⅳ. 目黒寄生虫館ミュージアムショップの運営事業 
 

2階展示室内ミュージアムショップにおいて、定期刊行物の販売および寄生虫学関連書籍・オリ

ジナルグッズの委託販売を継続した。 

封入キーホルダーのうちアニサキスとミヤイリガイは前期末までにリニューアルを完了していた

が、ニベリン条虫は旧在庫の完売を待って7月より新仕様へ切り替えた。リング、ナスカン、根付

の3タイプを展開するこれらキーホルダーは、年間で2,000個を超える販売数を記録する主力アイテ

ムである。実物が封入されていることで“持ち帰れる展示品”としての意義も大きく、来館者から

高い支持を得ている。その他のグッズも当期は価格を据え置くことができたが、昨今の物価高騰に

より今後は定価の見直しを迫られている。 

書籍類の販売冊数は、年間で1,598冊であった。期末時点の取扱数は31種類にのぼる。期中に新

規採用した4種のうち、朝倉書店刊「自然史標本の作り方」は、倉持館長が「寄生蠕虫」パートの

執筆を担当している。一方、一般流通のない貴重な書籍として好評であった「地方病を語り継ごう

（昭和町教育委員会）」は、頒布終了に伴い当期をもって終売となった。同じく当期に刊行された

「絵で見る和子さんの地方病」も60冊の限定販売となった。これら地方病関連書籍は発行元の昭和

町による再販の検討が進んでおり、次期以降の取り扱い再開が期待される。 

決済手段については、キャッシュレス決済の割合が支払額全体の58％となり、前年度から6％増

加した。売上高は過去最高だった前年度実績にはわずかに及ばなかったものの、引き続き高水準を

維持している。ミュージアムショップは館内で職員と来館者が直接接する場であり、接遇の質が博

物館全体の印象を左右する。良質な見学体験を提供するためにも、今後も引き続き細やかな配慮と

コミュニケーションの充実に努めていく。 

 

 

その他実施事項等 
 

Ⅰ.  理事会・評議員会等の開催 
  
1. 令和7年度第1回定時理事会 

  開催日時 令和7年6月8日（日）午後1～3時 
  開催場所 目黒寄生虫館6階 生涯学習室 

  出席理事数 7名（総数8名） 出席監事数 1名（総数2名） 
報告事項 1. 理事長・常務理事による職務の執行状況の報告 

                    2. 競争的研究費の不正防止に関する令和6年度の実施状況の報告 

審議事項 下案を審議し、可決承認した。 
第1号議案 公益財団法人目黒寄生虫館 令和6年度事業報告書案の承認の件 
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第2号議案 公益財団法人目黒寄生虫館 令和6年度計算書類等の承認の件 
第3号議案 内閣府への定期提出書類の承認の件 
第4号議案 科学研究費助成事業事務取扱規程の改正案の承認の件 

第5号議案 評議員の任期満了に伴う評議員候補者の評議員会への提出の件 
第6号議案 定時評議員会の日時及び目的である事項等の件 

 
2. 令和7年度第1回定時評議員会 

  開催日時 令和7年6月29日（日）午後1～3時 
  開催場所 目黒寄生虫館6階 生涯学習室 

  出席評議員数 7名（総数7名）出席監事数 2名（総数2名）出席理事 3名（報告事項の説明） 
報告事項 理事長・常務理事による職務の執行状況の報告および第1回定時理事会の開催報告 
審議事項 下案を審議し、可決承認した。 

第1号議案 公益財団法人目黒寄生虫館 令和6年度事業報告書案の承認の件 
第2号議案 公益財団法人目黒寄生虫館 令和6年度計算書類等の承認の件 
第3号議案 評議員の任期満了に伴う選任の件 

 
3. 令和7年度第1回臨時理事会（みなし決議） 

  開催があったものとみなされた日 令和7年11月22日（土） 

  決議があったものとみなされた内容 
第1号議案 故 市原醇郎先生からの土地の遺贈のお申し出に関する件 
第2号議案 公益財団法人目黒寄生虫館令和7年度補正収支予算書案（「資金調達及び

設備投資の見込み」を記載した書類を含む）の承認の件 
第3号議案 令和7年度第1回臨時評議員会の日時及び目的である事項等の件 

 
4. 令和7年度第1回臨時評議員会（みなし決議） 

  開催があったものとみなされた日 令和7年12月9日（火） 
  決議があったものとみなされた内容 

第1号議案 故 市原醇郎先生からの土地の遺贈のお申し出に関する件 

 
5. 令和7年度第2回定時理事会 

  開催日時 令和8年3月8日（日）午後1～3時 
  開催場所 目黒寄生虫館6階 生涯学習室 
  出席理事数 7名（総数8名） 出席監事数 2名（総数2名） 

報告事項 理事長・常務理事による職務の執行状況の報告および競争的研究費の不正防止に関 

する報告 
審議事項 下案を審議し、可決承認した。 

第1号議案 公益財団法人目黒寄生虫館令和8年度事業計画書案及び収支予算書案の承 
認の件 

                      第2号議案 資産運用指針規程の改正の承認の件 

第3号議案 内閣府への定期提出書類の承認の件 
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Ⅱ.  省庁および自治体等への届出事項、他 
 
令和7年 

令和8年 

 
 
Ⅲ. その他の事項 
 
1. ビル管理 

前述した一時的な停電は、ビル屋上に設置されたキュービクル内にある保護装置の不具合が原因

であった。年4回の定期点検は行っており、過去に劣化を指摘された箇所ではないが、今回は突発

的なことで混乱を招く結果となった。現在の契約電力は24kWで、キュービクルの設置は義務では

ない。平成9年に設置された機種で30年近く経っていることから、設備更新の目安を超えている。

更新も撤去も多額の費用がかかることから、点検業者等と相談して今後の方針を検討する。 

 
2. 公式ウェブサイト 

公式ウェブサイト (https://www.kiseichu.org/) では事業内容の紹介や開館案内を随時更新し、情

報公開のページでは遅滞なく電子公告を行った。資料提供等に応じた他館へのリンクや、寄付金累

計額の経過報告、公式YouTubeチャンネルや「仁吉3D」への誘導、研究員ブログなどこまめな更新

を心掛けた。ブログでは講演会やアウトリーチ活動の模様、来館した外部研究者の紹介など様々な

活動を報告している。当年度は（公財）関西・大阪21世紀協会の助成金の採択があったため、年間

を通じて当該バナーを掲示した。当年度の閲覧数は256,629件で、1日平均703件であった。 

 
3. 職員研修 

当年度に職員が参加した研修等の実績は以下の通りである。 

 
1. 倉持 利明 

4月4日 
 

「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライ

ン」に基づく取組状況に係るチェックリスト 
文部科学省 
 （研究公正推進室） 

4月24日 競争的資金に係る間接経費執行実績報告書 文部科学省 
5月1日 博物館等運営状況定期報告書 東京都教育庁 
5月30日 法人税申告書 目黒税務署 
5月30日 法人都道府県民税確定申告 渋谷都税事務所 
6月4日 体制整備等自己評価チェックリスト 文部科学省 
6月29日 「観光施設における心のバリアフリー認定制度」認定申請書 関東運輸局観光部 
6月30日 令和6年度事業報告書・収支決算書等の届出書 内閣府 
6月30日 評議員変更登記申請書 東京法務局 
7月17日 改正博物館法における博物館登録申請書 東京都教育庁 
7月30日 評議員変更の届出 内閣府 

2月24日 休日労働・時間外労働に関する協定書 品川労働基準監督署 
3月11日 令和8年度事業計画書および収支予算書等の届出 内閣府 
3月19日 「公益目的事業について」説明文変更の届出 内閣府 
 その他、各種調査書類等への回答 内閣府・文化庁等 
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令和7年 
4月23日：2025年度第1回ABS講習会「ABS概論」（主催：国立遺伝学研究所ABS支援室） 
4月25日：美術館・博物館ネットワーク会議（主催：東京都生活文化局文化振興部） 

6月2日：統合DB操作説明会（主催：（独）国立科学博物館標本資料センター） 
6月28日：第45回自然史標本情報発信に関する研究会－S-Netでつながる標本データ：提供と

公開の実際と工夫－（主催：（独）国立科学博物館、協力：NPO法人西日本自然史系

博物館ネットワーク） 
7月2日：令和7年度全国博物館長会議（主催：（公財）日本博物館協会、共催：文化庁） 
7月3日：令和7年度第1回全国科学博物館協議会総会（主催：全国科学博物館協議会） 

7月4日：2025年度第2回ABS講習会「生物資源を中心とした研究インテグリティの確保」（主

催：国立遺伝学研究所ABS支援室） 
7月7〜11日：令和7年度 博物館・美術館等保存担当学芸員研修（上級コース）（主催：（独）国

立文化財機構 東京文化財研究所） 
8月25日：こども性暴力防止法に関するオンライン説明会（主催：こども家庭庁 こども性暴力

防止法施行準備室） 

9月2日：第2回美術館・博物館ネットワーク会議（主催：東京都生活文化局文化振興部） 
10月23〜24日：令和7年度 文化をつなぐミュージアム研修（主催：文化庁） 
11月28日：「教員のための博物館の日2025」オンライン報告会（情報交換会）（主催：（独）国

立科学博物館） 
12月15日：博物館の設置及び運営上の望ましい基準改定案説明会（主催：文化庁） 
令和8年 

2月12日：令和8年度Innovate MUSEUM事業説明会（主催：文化庁） 
2月13日：令和7年度 博物館新登録制度推進フォーラム（主催：（公財）日本博物館協会） 
2月17〜18日：令和7年度第2回全国科学博物館協議会総会・第33 回研究発表大会（主催：（公

財）日本博物館協会） 
2月22日：全日本博物館学会 2025年度第3回研究会「アンケートのお悩み相談：設計から分析

まで」（主催：全日本博物館学会） 

2月24日：文化審議会 第2期文化施設部会博物館ワーキンググループ（第6回）（主催：文化庁） 
3月14日：科博サイエンスコミュニケーションオンラインセミナー（主催：（独）国立科学博物

館） 

 
2. 髙野 剛史 
令和8年 

1月13～19日：令和7年度海外科学系博物館視察研修（主催：全国科学博物館協議会） 
2月17日：令和7年度第2回全国科学博物館協議会総会（主催：（公財）日本博物館協会） 

 
3. 亀谷 誓一 
令和7年 
10月7日：特別講演会「変わりゆく博物館－オランダの挑戦」（主催：（独）国立科学博物館 

共催：ICOM日本委員会、オランダ文化遺産庁、アムステルダム芸術大学ラインワ

ルトアカデミー、オランダ国立世界文化博物館） 
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10月22～24日：図書館総合展（主催：図書館総合展運営委員会） 
12月10～12日：令和7年度トップマネジメント研修（主催：文化庁） 
令和8年 

1月24日：2026 九州産業大学国際シンポジウム「英国の『Creative Health』の理論と実践を

学ぶ〜日本・英国をつなぐオンライン開催〜」（主催：九州産業大学） 

 
上記に加え、職員全員が、令和8年3月7～29日までの間にYouTube『[博物館]心のバリアフリー

研修動画』及び各種障がいのある方への研修動画（いずれも観光庁チャンネル）を各自で視聴する

とともに観光庁による「高齢の方・障害のある方などをお迎えするための接遇マニュアル【観光地

域編】」を通読することで自修し、バリアフリーへの理解を深めた。 

 
4. 雑収入  

博物館に隣接する自動販売機について、雑収入を計上した。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

附属明細書 
 
1. 各事業年度における公益目的事業の実施状況 
 公益目的事業の実施状況については、本報告書の内容からも明らかである。また、当法人は科研

費の申請が可能な研究機関（機関番号：72645）として登録されていることから、全職員（非常勤

のアルバイトを含む）が文部科学省のガイドラインに基づき毎年倫理・コンプライアンス研修を実

施し、通年にわたり不正防止の啓発に努めている。 

 
2. 当該公益法人の運営体制の充実を図るための取組 
 当法人は外部理事・監事を含む役員体制のもと、理事会及び評議員会を開催し、法人運営の透明

性確保に努めている。令和7年度には評議員の改選を実施した。外部理事・監事については既に選

任済みである。定款への記載については内閣府の見解を踏まえ、今後他条項改正の必要が生じた際

に関連規程を整備予定である。 


